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(百万円未満切捨て)

１．平成29年３月期第２四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期第２四半期 1,813 63.7 3 ― △42 ― △3 ―

28年３月期第２四半期 1,108 △42.4 △160 ― △190 ― △249 ―
(注) 包括利益 29年３月期第２四半期 △7百万円( ―％) 28年３月期第２四半期 △254百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年３月期第２四半期 △0.09 ―

28年３月期第２四半期 △6.01 ―
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年３月期第２四半期 6,621 3,209 48.5

28年３月期 7,163 3,294 45.8
(参考) 自己資本 29年３月期第２四半期 3,207百万円 28年３月期 3,278百万円
　
　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年３月期 ― 0.00 ― 1.50 1.50

29年３月期 ― 0.00

29年３月期(予想) ― 1.00～3.00 1.00～3.00

(注)1.直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

2.平成28年３月期及び平成29年３月期の配当原資には、資本剰余金が含まれております。
　　　

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,633 △8.6 354 26.8 260 23.3 192 16.4 4.58
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

期中における重要な子会社の異動に関する注記
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用に関する注記
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

会計方針の変更に関する注記
　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期２Ｑ 42,598,000株 28年３月期 42,598,000株

② 期末自己株式数 29年３月期２Ｑ 614,245株 28年３月期 614,245株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期２Ｑ 41,983,755株 28年３月期２Ｑ 41,425,476株
　
　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
　この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示
時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は完了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前
提となる仮定および業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料４ページ「連結業績予想などの将
来予想情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当期の経営成績

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績や雇用情勢に改善の動きが見られ緩やかな景気回復

基調にあるものの、中国経済の景気減速懸念や英国のＥＵ離脱問題などの国外情勢の影響による景気の下振れが懸

念される等、依然として先行き不透明な状況で推移しました。

このような経営環境のもと、電子・通信用機器事業につきましては、3.9世代携帯電話設備関連市場、防衛関連市

場、公共・防災無線関連市場を中心とした拡販営業に加え、新規市場や顧客開拓にも力を入れ新たな領域の受注獲

得を行って参りました。また「製品の高付加価値化への取り組み」「事業領域の拡大・開拓」、「業務提携先との

共同開発」を継続的に推進しながら、自社開発品の提案強化を図って参りました。

結果、従来のアナログ高周波製品に加え、各種業務用無線や電波監視用として光関連製品の需要が増加してきて

おります。また海外向け移動体通信設備関連につきましても、新規顧客から開発案件の引き合いが少しずつ増加し

ております。

公共分野におきましては、災害対策、業務用無線、監視システムの設備として、光伝送装置、デジタル信号処理

装置等の需要が増加してきておりますので、公共事業分野における更なる需要拡大を図ると共に次世代移動体関連

市場の今後の動向にも目を向けた活動に取り組んで参ります。

全体としての受注状況は改善傾向にあり、安定した事業基盤を確立するべく、引き続き当社グループの事業領域

の拡大を推進していくとともに自社開発品の提案強化により、収益拡大に向けた活動を継続して参ります。

再生可能エネルギー事業におきましては、とりわけ太陽光発電所事業について、積極的に推進して参りました。

経済産業省より発電事業に関する注意喚起や、固定価格買取制度に係る設備認定の運用見直しの実施等の通知がな

されるなどの昨今の太陽光発電所事業を取り巻く厳しい環境の中、当社グループは次なる柱となる再生可能エネル

ギー及び環境事業全般について積極的に検討しており、同事業の業容拡大を目指しております。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における受注高は、2,118百万円（前年同期比9.2％減）、売上高は、

1,813百万円（前年同期比63.7％増）となりました。損益面につきましても前期から大幅に改善し、営業利益3百万

円（前年同期は営業損失160百万円）、経常損失42百万円（前年同期は経常損失190百万円）、親会社株主に帰属す

る四半期純損失は3百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失249百万円）となり、電子・通信機器事

業及び再エネシステム販売事業の販売活動が活発化する下半期も見据えて、一年間の通期業績での利益の最大化を

引き続き目指して参ります。

電子・通信用機器事業につきましては、移動体通信インフラ市場等において設備投資の抑制により減少した受注

高・売上高を挽回するため、公共関連市場を中心とした販売拡大活動に加え、新規顧客の開拓に注力しております。

　特に公共分野においては、需要も安定して増加してきており、今後も堅調に推移して行くことが予測されます。

引き続き当社グループの事業領域の拡大を推進していくとともに自社開発品の提案強化により、収益拡大に向けた

活動を継続して参ります。

再エネシステム販売事業につきましては、太陽光発電設備の販売状況が前期から引き続き好調に推移しており、

また、将来の更なる業容の拡大に向けて再生可能エネルギーに関する様々な商品やサービスの開発・検討を行って

おります。今後もより一層の販売網の拡大や営業体制の強化を行い、収益の最大化を目指して参ります。

　太陽光発電所事業及び地熱発電所事業におきましては、長期間かつ安定的な収益を獲得すべく新規の案件開発に

積極的に取り組んでおり、今後も太陽光を始めとする再生可能エネルギーを活用したクリーンな発電所の自社保有

数を増加させていく方針でございます。

また、当社は上記の再生可能エネルギー事業のみならず、新たなクリーンエネルギーとして、CO2を排出すること

なく発電・蓄電することができる水素関連事業に注目し、「水素電力事業準備室」を設立し、当該事業につき調

査・検討を進めております。

セグメントの業績は、以下のとおりです。

① 電子・通信用機器事業

移動体通信分野における基地局設備の投資抑制の影響による需要減少があったものの、官公庁および公共関連

分野での受注拡大に注力したこと、及び業務効率の向上を促進させ費用の圧縮に努めた結果、当第２四半期連

結累計期間の受注高は1,340百万円（前年同期比34.0％増）、売上高は947百万円（前年同期比1.3％減）とな

り、セグメント利益は6百万円（前年同期はセグメント損失90百万円）となりました。
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② 再エネシステム販売事業

本格的な販売案件は従来より下半期に集中しますが、販売活動に注力した結果、受注高は778百万円（前年同

期比41.6％減）、売上高778百万円（前年同期比2,756.7％増）、セグメント利益は81百万円（前年同期はセグ

メント損失109百万円）となりました。

③ 太陽光発電所事業

下関市、館山市、袖ヶ浦市におけるメガソーラー発電所の売電収入により、売上高131百万円（前年同期比2.8

％減）、セグメント利益は54百万円（前年同期比7.4％増）となりました。

④ 地熱発電所事業

現在は発電所の早期稼動に向けて手続き等を進めている段階であるため、売上高及び諸費用の支出はありませ

ん。

（２）財政状態に関する説明

① 財政状態の分析

(総資産)

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ542百万円減少し、6,621百万円となり

ました。

これは主に、短期借入金の返済により現金及び預金が減少したためであります。

(負債)

当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ456百万円減少し、3,412百万円となりま

した。

これは主に、短期借入金の返済によるものであります。

(純資産)

当第２四半期連結会計期間末における純資産の部は、前連結会計年度末に比べ85百万円減少し、3,209百万円と

なりました。

これは主に、配当金を支払った結果、資本剰余金が減少したためであります。

② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、セール・アンド・リース

バックによる収入や有形固定資産の売却による収入等があったものの、短期借入金の返済による支出等があり、前

連結会計年度末に比べ443百万円減少し、2,292百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は4百万円（前年同期は44百万円の資金支出）となりました。

　これは主に、仕入債務の増加などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果獲得した資金は85百万円（前年同期は116百万円の資金支出）となりました。

　これは主に有形固定資産の売却による収入などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果支出した資金は528百万円（前年同期は173百万円の資金獲得）となりました。

これは主に短期借入金の返済による支出などであります。
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③ 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題について、重要な事項は

ありません。

④ 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、54百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

⑤ 主要な設備

当第２四半期連結累計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は以下の通りです。

会社名
事業所名
(所在地)

セグメントの
名称

設備の
内容

投資予定額

資金調達方法 着手年月
完了予定
年月

完成後の
増加能力総額

(千円)
既支払額
(千円)

㈱GPエナジー6

登別発電所

（北海道登別市上

登別町）

太陽光
発電所事業

太陽光
発電所

665,076 175,076
自己資金
リース

平成28年
11月

平成29年
８月

年間発電出力
2,350千ｋｗｈ

また、前連結会計年度末において譲渡予定であった三沢発電所用地については、共同事業を行うために設立され

たエトリオン・エネルギー５合同会社へ売却いたしました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、平成28年５月13日に公表いたしました業績予想に変更はありません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間から適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設

備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響額は軽微であります。

（４）追加情報

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四半

期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,736,869 2,292,929

受取手形及び売掛金 984,590 1,067,509

商品及び製品 57,814 49,873

仕掛品 147,522 163,651

原材料及び貯蔵品 112,786 111,853

繰延税金資産 54,664 65,092

その他 126,643 124,241

流動資産合計 4,220,891 3,875,150

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 462,220 456,048

減価償却累計額 △305,319 △307,275

建物及び構築物（純額） 156,901 148,772

機械装置及び運搬具 1,599,679 1,548,115

減価償却累計額 △192,247 △171,840

機械装置及び運搬具（純額） 1,407,431 1,376,275

工具、器具及び備品 718,289 720,033

減価償却累計額 △630,131 △647,004

工具、器具及び備品（純額） 88,157 73,029

土地 652,400 380,712

建設仮勘定 159,018 168,007

有形固定資産合計 2,463,909 2,146,797

無形固定資産

営業権 231,694 214,409

ソフトウエア 77,393 74,129

その他 0 0

無形固定資産合計 309,088 288,538

投資その他の資産

投資有価証券 16,601 24,682

長期貸付金 － 106,174

繰延税金資産 39,678 58,332

その他 120,960 128,163

貸倒引当金 △8,700 △8,700

投資その他の資産合計 168,540 308,653

固定資産合計 2,941,538 2,743,990

繰延資産

株式交付費 1,177 2,157

繰延資産合計 1,177 2,157

資産合計 7,163,607 6,621,298
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 321,042 412,932

短期借入金 974,176 62,500

1年内償還予定の社債 20,000 20,000

1年内返済予定の長期借入金 400,940 429,574

リース債務 49,367 71,232

未払金 100,642 59,624

未払法人税等 28,165 16,721

前受金 12,210 35,992

賞与引当金 37,241 35,245

その他 104,714 97,850

流動負債合計 2,048,500 1,241,673

固定負債

社債 20,000 10,000

長期借入金 592,004 595,349

リース債務 925,239 1,279,053

繰延税金負債 320 －

退職給付に係る負債 145,592 154,252

資産除去債務 37,024 36,225

その他 100,173 95,495

固定負債合計 1,820,355 2,170,376

負債合計 3,868,855 3,412,050

純資産の部

株主資本

資本金 1,677,088 1,677,088

資本剰余金 1,057,014 994,039

利益剰余金 610,512 606,575

自己株式 △61,279 △61,279

株主資本合計 3,283,336 3,216,423

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 677 1,576

為替換算調整勘定 △5,587 △10,283

その他の包括利益累計額合計 △4,910 △8,706

新株予約権 16,326 1,532

純資産合計 3,294,752 3,209,248

負債純資産合計 7,163,607 6,621,298
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 1,108,165 1,813,861

売上原価 754,766 1,288,130

売上総利益 353,398 525,730

販売費及び一般管理費 514,256 522,372

営業利益又は営業損失（△） △160,857 3,358

営業外収益

受取利息 187 2,384

受取配当金 203 190

為替差益 1,786 -

受取和解金 1,700 -

その他 7,668 4,676

営業外収益合計 11,546 7,250

営業外費用

支払利息 31,111 40,068

持分法による投資損失 - 4,039

為替差損 - 7,215

その他 9,905 2,262

営業外費用合計 41,016 53,585

経常損失（△） △190,328 △42,976

特別利益

固定資産売却益 - 1,652

新株予約権戻入益 1,681 16,326

特別利益合計 1,681 17,979

特別損失

その他 189 225

特別損失合計 189 225

税金等調整前四半期純損失（△） △188,836 △25,223

法人税、住民税及び事業税 7,775 8,513

法人税等調整額 52,590 △29,799

法人税等合計 60,365 △21,285

四半期純損失（△） △249,202 △3,937

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） - -

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △249,202 △3,937
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純損失（△） △249,202 △3,937

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,460 899

為替換算調整勘定 △2,781 △4,695

その他の包括利益合計 △5,241 △3,796

四半期包括利益 △254,443 △7,733

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △254,443 △7,733

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △188,836 △25,223

減価償却費 91,719 84,692

賞与引当金の増減額（△は減少） △45,252 △1,963

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 2,621 8,659

受取利息及び受取配当金 △391 △2,574

支払利息 31,111 40,068

固定資産売却損益（△は益） 189 △1,426

持分法による投資損益（△は益） - 4,039

持分法による未実現利益の増減額（△は増
加）

- 43,342

売上債権の増減額（△は増加） 644,016 △82,918

たな卸資産の増減額（△は増加） △172,125 △7,867

前渡金の増減額（△は増加） - △60,053

仕入債務の増減額（△は減少） △387,986 92,186

未払金の増減額（△は減少） △127,172 △42,555

前受金の増減額（△は減少） 341,108 23,782

未払又は未収消費税等の増減額 △57,858 11,168

売上高と支払リース料の相殺額 △45,069 △47,999

その他 1,122 △13,735

小計 87,195 21,621

利息及び配当金の受取額 391 270

利息の支払額 △7,075 △20,324

法人税等の支払額 △125,051 △42,450

法人税等の還付額 - 45,181

営業活動によるキャッシュ・フロー △44,539 4,297

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △134,805 △28,483

有形固定資産の売却による収入 25,000 274,095

無形固定資産の取得による支出 - △7,293

無形固定資産の売却による収入 - 16,215

投資有価証券の取得による支出 △1,073 △54,165

貸付けによる支出 - △106,174

敷金及び保証金の差入による支出 △4,061 △8,268

その他 △2,029 △100

投資活動によるキャッシュ・フロー △116,970 85,825
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(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 240,000 △911,676

長期借入れによる収入 100,000 250,000

長期借入金の返済による支出 △118,756 △218,021

社債の償還による支出 △10,000 △10,000

リース債務の返済による支出 - △11,574

セール・アンド・リースバックによる収入 - 433,262

株式の発行による収入 3,066 -

新株予約権の発行による収入 - 1,532

配当金の支払額 △40,635 △62,041

財務活動によるキャッシュ・フロー 173,674 △528,518

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,671 △5,544

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 10,492 △443,939

現金及び現金同等物の期首残高 1,523,979 2,736,869

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,534,471 2,292,929
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の
総額

（千円）

1株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成27年５月12
日取締役会

普通株式 資本剰余金 41,416 1.00 平成27年３月31日 平成27年６月29日

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の
総額

（千円）

1株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成28年５月13
日取締役会

普通株式 資本剰余金 62,975 1.50 平成28年３月31日 平成28年６月30日
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年4月1日 至 平成27年9月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注) １

四半期連結
損益計算書
計上額
(注) ２

電子・通信
用機器事業

再エネシステ
ム販売事業

太陽光発電
所事業

地熱発電所
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 945,706 27,238 135,220 ― 1,108,165 ― 1,108,165

セグメント間の
　内部売上高又は振替高

14,482 ― ― ― 14,482 △14,482 ―

計 960,188 27,238 135,220 ― 1,122,647 △14,482 1,108,165

セグメント利益
又は損失(△)

△90,314 △109,268 50,816 △55 △148,822 △12,035 △160,857

（注）１．セグメント利益又は損失(△)の調整額△12,035千円は未実現利益等の調整額△3,207千円及び事業セグメン

トに配分していないグループ管理部門の損益△8,828千円であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益又は営業損失（△）と一致しておりま

す。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年4月1日 至 平成28年9月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注) １

四半期連結
損益計算書
計上額
(注) ２

電子・通信
用機器事業

再エネシステ
ム販売事業

太陽光発電
所事業

地熱発電所
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 947,674 734,797 131,389 ― 1,813,861 ― 1,813,861

セグメント間の
　内部売上高又は振替高

― 43,342 ― ― 43,342 △43,342 ―

計 947,674 778,139 131,389 ― 1,857,203 △43,342 1,813,861

セグメント利益 6,456 81,096 54,579 ― 142,132 △138,774 3,358

（注）１．セグメント利益の調整額△138,774千円は未実現利益等の調整額△43,462千円、配当金の調整額△70,000千

円及び事業セグメントに配分していないグループ管理部門の損益△25,312千円であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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（重要な後発事象）

（リースによる固定資産の取得）

当社連結子会社である株式会社GPエナジー６は、平成28年10月31日にリコーリース株式会社と下記のとおり

リース契約を締結し固定資産の取得を行うことといたしました。

1.リースにより賃借する理由

　 リーススキームを活用することにより、資金の効率的運用を図るため。

2.リースにより賃借する資産の内容

名称（仮称） 所在地 賃借資産の概要及びリース料の総額

北海道登別市メガソーラー発電所 北海道登別市上登別町
太陽光発電システム一式
リース料総額 711,000千円

3．リース契約先の概要

(1)名称 リコーリース株式会社

(2)所在地 東京都江東区東雲一丁目7番12号

4.リースによる賃借の日程（予定）

リース開始日 平成29年８月（予定）

　 リース期間 180ヶ月
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